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　第 1回では，条件を整えればオンラインでも効果

的なグループ討議が実施できることを軸に，リアル

とオンラインのミックスを推奨した。

　今回のテーマは，ミックス型プログラムの構成で

ある。まず研修コンテンツを除いたオンラインのメ

リット・デメリットを考えていく。

❶研修コンテンツ以外の，オンライン研修

のメリット・デメリット

Q：オンライン研修のメリットは？

A：以下に主だったメリットの例を列挙していく。

①費用低減

　研修会場費，移動交通費，宿泊費などが圧縮され

る。大型の研修になるほど費用負担が大きいため目

に見えて分かりやすい。

　一方でコストの増加要素として，オンライン環境

整備費用およびバックアップ体制費を見込んでおく

必要がある。

　平素から 1人 1台PCを保持している業務であれ

ば負荷は大きくないが，事業所で機器類を共有して

いるタイプの職場は要注意。端末の確保だけでなく，

オンライン研修による通信環境へのプラス負荷に耐

えられるかの事前確認（電波環境への負荷が高い繁

忙時間帯でも問題がないことをチェック），および

当日のトラブル対応体制（同時発生に対応できるス

タッフの確保）も重要となる。増減コストを対比し

実際にメリットとなるかを判断したい。

②運営に対する内部工数の低減

　主催者側は①の物理的な手配等の前準備，事後処

理にかかる内部工数が削減される。

　※環境整備対応の手数がプラスとなることに注意

③受講者の移動時間短縮・遠方者の参加障壁の緩和

　会場への移動時間が短縮され，開始前・終了後の

業務への影響が小さくなる。また，遠方所属者への

距離の壁が小さくなり，スケジュール調整，コスト

負担の両面から地域格差の是正にもつながる。

④社内外の講師の参加障壁の緩和

　社内上層部や，社外講師・ゲストへの講演依頼の

際，先方の移動負担等が減り調整幅が広がる。少人

数・小型の会場であれば「直接会った」という効果

が高いが，特に大人数・大型の場合は，受講者に「講

演者の顔がしっかり見える」メリットが大きい。

Q：オンライン研修のデメリットは？

A1：受講者の非日常感の低下。

　リアルでは移動時間などを含め，「今日は学びの

時間」と気持ちが切り替わったが，オンラインでは

直前・直後も実務が入り切り替えにくい。また慣れ

るとオンラインだからと気の緩みが生じやすい。

A2：事務局と受講者，受講者同士の人間関係構築

の効果が低下しやすい。

①事務局側が人物像を掴みにくい

　性格や雰囲気，人間関係のつくり方など，今後の

抜擢等に向けた行動観察・情報収集の難易度が上が

る。また休憩時間や開催の前後に受講者と「顔を見

ながらちょっとしたコミュニケーションを…」とい

うアクションが取りにくい。

②新たな人脈形成の効果が低い

　既存人脈なら「久しぶり…」と接点を深めること

ができるが，初対面の場合，その効果は低下する。

入社時の「同期の絆をつくる」といった狙いに対し

ては不十分だ。オンライン懇親会なども多少の効果

はあるが，別途リアルの場で関係性をつくっていく

ことを推奨する。

　─以上は代表例だが，これらの特徴を押さえて

次はプログラムの構築について考えていく。

❷ミックス型のプログラム構築を考える

　この春のように「リアルは完全にアウト」でなけ
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れば，両者のメリットを組み

合わせて活用するのが効果的

だ。オンラインを積極活用し，

リアルとミックスしたO2O

（Online to Offline）型プログ

ラムを構築したい。具体的に

は様々な仕掛けを加味した分

散型開催だ。例えば，これま

で 1泊 2日（遠方者はさらに

前泊）だった場合，オンライン 1日とリアル 1日に

分解し，メビウスの輪のように両者がつながってい

る形をつくっていく（図）。

①事前の参加者ガイダンスの実施（30～60分程度 

オンライン）

・目的と研修の流れの確認：オンラインとリアルを

ミックスすることを説明

・オンライン研修の諸注意：電波環境，ソフトダウ

ンロード，ログイン，その他

※第 2部として操作方法の練習講座をやると苦手

意識がある人も安心できる

・事前課題説明：テキストの読み込み指示

　当日，詳細講義はなく，テキスト内容を使った討

議となることをアナウンス

　ポイントを押さえるワークシートを添付し，事前

作成させるのも効果的

※理解度に個人差が発生することは前提とする

（研修当日，理解を深め，差を埋める）

②受講者による事前課題の取り組み　

・直前を締め切りに，提出を求め緊張感を高める

③オンライン研修

・知識の簡単振り返り

・知識テーマに関する討議～活用方法やメリット，

デメリット等について

・ケース演習～学習した知識を軸にグループ討議

・事後課題案内～グループメンバーで分担し実務連

動した分析，実践等の取り組み

※集団での取り組みが難しければ個別でも可

④受講者によるグループ課題への取り組み

・メールやSNSを使い連絡を取り合いながら進行

⑤リアル研修

・事後課題での取り組みをグループで共有し，グル

ープ結論をとりまとめる

・グループごとのプレゼンテーションをコンテスト

形式（相互採点）で実施

・他グループの発表も加味し「実行計画」の磨き上げ

⑥事後課題（職場に戻って実践）

⑦オンライン面談

・実践状況の受講者からの報告を受け，個別フィー

ドバックを行い取り組みを推進

⑧事務局による個人別取り組み評価

・人柄，能力，行動，事後活動の成果等を記録

─宿泊を 1日削減し，その費用をオンライン面談

に振り分け，コストを維持して内容を充実させたパ

ターンだ。グループ活動も一定期間継続し，コミュ

ニケ－ションも深めることができる。

❸第2回のまとめと次回予告

　一例ではあったが，オンラインをミックスして，

工夫を凝らせば，より育成効果が高まるイメージが

わいたのではないだろうか。次回はオンライン部分

のコンテンツ構築について具体的に言及していく。
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